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【研究活動の要約】 

鳥獣害の対策は、京都府のみならず全国で喫緊の課題となっている。鳥類の被害で最も大きいのは、カ

ラスである。また鳥類の被害の中で最も多い作目が果樹であることが報告されている。そこで本研究

は、省力で多大な設備投資を必要とせず、散在する果樹園で取り組み可能な、カラスを含む鳥害撃退方

法の確立を目的とし、まずはカラスの飛来状況の把握をおこない、ドローンを利用したカラスを含む鳥

害撃退方法、さらにドローンを利用した生育診断や剪定による樹形改善に資することを目的とし、研究

を行った。 

【研究活動の成果】 

圃場に設置した定点カメラを利用し、約八十万枚におよぶ撮影データを深層学習（ディープラーニン

グ）させ、果樹園に登場する鳥獣を把握する AI ツールを企業と共同で開発することに成功した。そ

のデータ解析結果から、来園時間の把握と、防除時間の把握が可能になった。またカラスだけでなく、

キツネ等の来園する時間帯などの把握にも成功した。さらにカラスを追い払える能力を持つのは、小

型のドローンではなく、大型のドローンであること、LED を搭載することにより、より効果的にカ

ラスを追い払えることを見いだした。また樹形改善に資するための京都府丹後地域の果樹園の画像デ

ータを取得した。 

【研究成果の還元】 
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【お問い合わせ先】 生命環境科学研究科 資源植物学研究室 教授 板井 章浩 
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